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平成 27年度第 3回八幡平市まち・ひと・しごと創生有識者会議 議事録 

 

１ 会 議 名 平成 27年度第３回八幡平市まち・ひと・しごと創生有識者会議 

２ 開催日時 平成 27年 10月 8日（木）14:00～16:40 

３ 開催場所 八幡平市役所本庁舎３階大会議室 

４ 出 席 者   【委員】15名  工藤光栄委員、田村恵委員、野中邦仁委員、高橋麻里委員、松川章委員、伊藤忠雄委員、
小野寺純治委員、金沢悠介委員、熊谷一樹委員、牛抱昭委員、大金恵美子委員、高橋麻

美委員、森順彦委員、渡邊るみ委員、菊池光洋委員  【市側出席者】  田村市長、岡田副市長、遠藤教育長、香川企画総務部長、小林市民福祉部長、小山田産
業建設部長、工藤教育次長、事務局（市長公室：佐々木孝弘、佐々木宣明、三浦拓） 

５ 議 事 

 (1) 第 2回八幡平市まち・ひと・しごと創生有識者会議の意見と追加資料について 

 (2) 八幡平市人口ビジョン（素案）について 

 (3) 八幡平市総合戦略（素案）について 

(4) 今後の策定スケジュールについて 

 

６ 意見交換の内容 

事務局 (1) 第 2回八幡平市まち・ひと・しごと創生有識者会議の意見と追加資料

についての資料説明 

会長 はい。ありがとうございました。みなさんから前回出していただいた主

な意見を事務局からまとめていただいて、特に重要といいますが、少し検

討しないといけないものについては、３点をあげて、今こういうふうにし

ているということであります。 

それと追加の資料の方が一見すると高くなっているので良さそうに見

えるのですが、実は高い方が結婚をしていないということで、昔は結婚で

きない人という言葉がありましたけれども、今はそれがほとんど死語にな

りつつあるのかなというようなことが言えるのかなと思います。 

これは、もう一度やはり、できるだけ若いうちに、結婚するかどうかは

ご本人の自由では当然あるわけですけど、地域のために地域の宝としての

お子さんを生み、育てていくと、そういうことの取り組みが必要になって

くるだろうということが言えるだろうと思います。 

なにか前回のご質問でここのとこ抜けている、それからあとはちょっと

解釈が違って取り上げられているというようなご指摘であったり、ご意
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見、ご質問はございますか。 

委員 すみません、主な意見のところで、ホテルの書き方なのですけど、どち

らかといえば私が話をしたのは小規模施設のことで、民宿やペンションと

かそういう意味合いの話をしたので、そこをちょっと変えてもらえればな

と思います。 

会長 宿泊施設全般という考えですか。 

委員 宿泊施設全般ではあるのですが、主に、ホテルというのは営業がいるの

ですけど、小規模な宿泊施設は自分で営業にいけないということがあるの

で、ただ待っているだけではなく、地域で何かしないといけないかなと。

それを個々でみんなやるのではなく、まとまってとか、何かしら手を打た

なければならないという、そういう話です。 

会長 他はいかがでしょうか。よろしいでしょうか。では、次の検討でお気づ

きの点がありましたら、また戻っていただいてご意見をいただきたいと思

います。 

それでは議事の「（２）、八幡平市人口ビジョン素案について」というこ

とで、事務局からお願いします。 

事務局 議事 八幡平市人口ビジョン＜素案＞についての資料説明 

会長 ありがとうございました。ちょっとおさらいをしますと、資料３の目次

のところを見ていただきたいのですが、めくっていただいて、はじめに

の次の 2 ページの第一章が八幡平市の人口の減少ということで、これま

で議論してきたことが入っているということですね。 

第二章として将来人口の推計ということで、社人研の推計をベースにし

ながら、これから議論を重ねていきたいと思います。それを受けて減っ

た場合、人口減少に伴う主な課題ということで更に今日は 31ページから

追加になっている人口の減少・変化が将来に与える影響というところを

税収を含め、かなり詳細に分析してきたというところであります。 

これを見ると非常に暗くなるわけですけども、ですからこうならないよ

うになんとかしたいと、みんなで考えるということになるんだろうと思

います。 

特に地域での買い物の金額が減ってしまうと、これは盛岡に行って買っ

ている分も含むと思いますが、全体で 134 億円も減ってしまうと。です

から、これで商店はどうするかということがこの中に出てきています。

それから市の財政による影響もあります。その一方で、少し事務局は大

人しく話していましたが、高齢者の増額は 1.5億円とわずかな高値安定に

なっているわけです。結局、支える人口が減っていくわけで、結果的に

高齢者の利用地域だけが負担の割合が多くなってくるということになっ

てくると。それを当然支えなければならないわけですから、どうしてい

くかということで、日本版ＣＣＲＣなども、市としては考えられている。 
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更にもう１つ、学校、保育園の維持困難化と書いていますが、人口、児

童数が減っていくと、友達が出来にくくなるとありましたね。複式学級

になって、さらに複式学級もなかなか維持できなくなるとすれば、また、

再統合ということも視野に入ってくる。こういうことを地域の住民がよ

く理解して、「じゃあどうすればいいんだ」というようなことを一緒にな

って考えてくれることが望まれるんだろうというふうに思います。 

それを考えたときに、やはりちょっと厳しいかもしれないけども、38

ページですね、日本の将来展望で社人研の資料は資料として、いや違う

のだと、八幡平市としては、合計特殊出生率を 2.07という将来目標を見

据えて、現況値、38ページの箱の中にありますけども、2013年の出生率

1.31 というところをどうにか少しずつ努力をしてあげていくのだという

ようなことになるわけです。で、当然それに向けた施策は必要になって

くるわけですよね。子供を生む環境をつくり、子供を育てる環境、また

はようするにお子さんを積極的に誘致するというような施策が必要にな

ってくるというわけです。そういうことを踏まえたうえで、まず推計値

としてあげていくと、39ページの上の段にあります社人研の 16,465人に

対して、2040 年に 18,800 人という数字をなんとかキープしていけるの

ではないかと、かなり高い目標ではあるけれど、なんとかいけるのでは

ないかというような結果が事務局のほうで推計されてきているというこ

とで、40 ページの下の方にきれいなグラフがありまして、今の 2010 年

の人口構造が 50歳代をピークにして、ある面では少し対象みたいな形に

なるけれども、社人研将来推計だと、０～４歳、５～９歳が非常に細く、

小さくなっていると。それが、先ほどの出生率をなんとか達成すれば、

もう少しバーが長くなって、子供たちが将来の八幡平を支えていくのだ

というようなことになるだろうということであります。 

あとは、人口移動の関係も 43ページのところにありますけども、東京

圏の転入･転出が出て行く人と来る人を差し引き０にすると、あとは盛

岡・滝沢の方はできるだけ通勤は八幡平からというようなことを是非進

めていきたいと思うような話でありました。 

皆さんからも積極的にご発言をお願いしたいと思いますが、いかがでし

ょうか。委員、これについて何かございますが。 

委員 まず１点、事実の確認、正確には２点事実の確認をしたいことがありま

して、まずは 39ページの図 36と 37で、赤い線がありますけども、青い

線が社人研の推計値で、赤い線が八幡平市のこれから目指す数値という

ことですけども、そこに出生率 2.07というのは今の時点で出生率 2.07に

したものを基に推計したのか、それとも 42ページにあるように、どんど

ん前年より出生率が上がっていくような想定のもと、この数値を推計し

たのかをお伺いしたいというのが１点です。あと、合計特殊出生率とい

う場合、基本的には出産可能な年齢の中で子供を生んだ人の数で計算す

る、生んだ子供の数で計算するのですけども、その場合、結婚していな

い人も分類に入ってしまうわけですよね。多分あともう１個考える上で
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重要なのが、完結出生数というものがあるのですが、子供を持っている

女性が生涯何人産むのかで、大体、日本だと合計特殊出生率が下がって

いっても、完結出生数が２くらいで安定していたというのがあります。

もしわかればでいいのですが、八幡平市における完結出生数がどのくら

いかが大体わかれば、子供を持つ親御さんは大体平均して何人お子さん

を生んでいるのか、ということをですね。それが分かれば、八幡平市に

住んでいる人はこれくらいお子さんを持ちますと。じゃあ新たに結婚し

た人が出来た場合に最低何人のお子さんをつくってもらえば、2.07 達成

できるかの予測が立ちやすくなると思うのですね。なので、もう 1 点の

確認としては、もし、わかればでいいのですが、完結出生数みたいなも

のはどれくらいかというような感じでしょうか。 

事務局 出生率のところでございますが、推計値は 42ページの出生率の設定と

いうところで段階的に引き上げということで、シュミレーションしたもの

でございます。それから、完結出生者数ですが、こちらのデータについて

は、数値を把握しておりません。市町村レベルのデータが存在するか確認

のうえ、次回の会議においてご説明申し上げます。 

会長 他はいかがでしょうか。 

女性の立場に対していろんな忠告の入るような推計値になっていると

いうことなので、それから先ほどのデータにありました報告であります

が、未婚率が高くなっていると。これからは必ずしも完結出生数、結婚し

なければ子供を作ってはいけないということではなくて、いろんな形態が

あるだろうふうには思いますが、やはり、安心して子供を育てる可能性の

ひとつとしては、結婚して育てるというのも非常に大事なことなのだろう

ということで、先ほどの資料２を絡んで見ていただいて、特に女性が自立

していたということが、言える結果なのかどうかはわかりませんけれど

も、八幡平市は 10年前に比べまして３倍近い未婚率になっているという

ようなことが、これを見てわかるわけで、こういうところを次の戦略の中

で、是非ご意見を頂戴できればいいなと思っております。 

とりあえず人口ビジョンについては、こういう数値だというところで、

後でまた少し議論をしていただいて、具体的な戦略を見ていただきなが

ら、この数値でいいだろうかということにさせていただきたいと思いま

す。一旦ここで議論を終えたいと思います。ありがとうございました。 

それでは「（３）八幡平市総合戦略素案について」というところについ

て事務局からお願いします。 

事務局 議事 八幡平市総合戦略＜素案＞について資料説明 

小野寺会長 ありがとうございました。多岐にわたるものですから、少し分けて議論

をしていきたいと思います。もう一度、目次に戻っていただいて、大き

く４つの施策があります。 

そのうちの雇用の場の確保ということで前回の表現を少し直して、生き

がいを感じる働く場の創造というような表現になっています。ここの下
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に大きな２つの丸がある。赤い文字が前回提案したものに対して、加え

たり、修正をしたということだということです。私もちょっと聞きたい

のですけども、大きな１の下に数値目標がありけれど、これもＫＰＩと

捉えていいのか、数値の説明をお願いします。 

事務局 国から示されておりますＫＰＩというのは、施策にぶら下がるもので

す。基本目標におきましても、更に大きな数値目標として掲げるよう総

合戦略の策定のあり方で示されています。なので、まずは、施策のＫＰ

Ｉの目標の達成に取り組んで、その結果として大きな数値目標に到達で

きればというふうな考え方になっております。 

会長 わかりました。ありがとうございます。ということだそうです。ですか

ら、大きなくくりとして数値目標を大学の地元就職率とか製造に力を入

れるとか、農産物の販売額というものを掲げ、具体的なＫＰＩの数値は

施策ごとに掲げていくということであります。１つ目が施策１の八幡平

市の農と輝のブランド強化プロジェクトということで、このような項目

があって、ＫＰＩもこうなっている。 

それから施策２が大学との連携による産業雇用人材強化プロジェクト。

それで私どもで補足しなければならないことがありますけども、施策２

の大学と連携によるブランド育成・就職支援プラットフォームの、その

下に赤で書いてあるふるさと岩手創造プロジェクト、地（知）の拠点大

学の地方創生事業本部というのは、今、このまち・ひと・しごと創生本

部の絡みで、文部科学省が、首都圏に行っている若者をどう地方に戻し

ていくかというのが１つあります。 

もう１つは、地元の大学に入った子供たち、学生が地元に就職できるよ

うに、どう地元の大学が頑張るかというところの大きなところが２つあ

りまして、地元の大学が地域と連携して地元に就職する就職率をあげる

と、具体的には、５年間で 10％上げます。 

岩手の場合には、私ども岩手大学、岩手県立大学、盛岡大学、富士大学、

一関高等専門学校ですね、そういうところが入っています。岩手医科大

学さんは地元という考え方を持ちにくいんですね。それが平均で 45％が

地元に就職しています。 

それを５年後に 55％に上げていこうということ。具体的に人数として

155人、10％ですから 155人増えていくと。たぶん八幡平市は 155人増

えるなかで、何人八幡平市が増やしていくのかというところが取り組み

となると。そのためには、単なる子供たちに就職しろと言ってもなかな

か難しいので、地元志向の教育であったり、地元の企業さんに学生がお

邪魔して経営者の方とよく意見交換したり、仕事を学んだり、インター

ンシップというけれど、そういうことをしたり、さらには大学も地元の

経営者の方々とのつながりを太くして開発力を強めていくとか、そうい

う取り組みをしていきましょうというのが地（知）の拠点大学による地

方創成事業というものであります。 
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ちょっと長くなりましたが、そういう補足をさせていただきます。 

それから、あとは施策の３つ目が八幡平市の特徴であります、地熱エネ

ルギーを活かした地域活性化プロジェクトということで、今盛んに総務

省と一緒に検討をしている。総務省からの八幡平市の松川地熱発電所か

ら出る熱水を温泉化して、地域の温泉施設に供給しているわけですけど

も、それだけではなくて、いろんな事業をそのなかで展開できないかと。

温泉水、熱というものを活用した新たなビジネスをできないかというと

ころを今、市のほうで検討されているということです。 

最後に、農と輝の職場アピールプロジェクトということで、これは逆に

言えば小中高そちらの方の取り組みが中心になってくるかなと思ってお

ります。いろいろ見ていただいて、視点で抜けているところ、特にＫＰ

Ｉもそうですし、施策として抜けているようなところ、確認をしたいと

ころがありましたら、是非ご発言をお願いしたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

委員 今、会長さんから首都圏に行った大学生をこちらに戻すとか、あるいは

地元の大学生を地元に就職させるという意見があったのですけれども、

たとえば中学校から高校に進学する際に、大学を視野に入れるとなった

とき、実際に平舘高校でどのくらい大学の進学率があるかとなるとなっ

たときに、やっぱり大学を目指すとなると難しいところがあります。そ

うなると、盛岡の方の学校を目指してとなると、その時点で地元からど

うしても気持ちが離れてしまいますよね。なので、たとえば平舘高校に

独自なものがあっていいと思うのですけど、進学コースのようなものが

あったりすると上を目指す子が更に県内の大学をねらったりとか、そお

ういうルートもあるとすると、小中高のあたりは地元でということも出

てくるのかなと思っております。 

会長 ありがとうございます。非常に大切な意見だと思いますが、ある自治体

でも同じような施策があり、やっぱり田舎の町なので、医師が不足して

いると。そうなると医者を戻すために、高校のときからどうするかとい

うような取り組みをするというところもありますので、地元の平舘高校

をどういうふうに光り輝く学校にしていくかということがすごく大事だ

というふうに思います。ありがとうございます。 

市長 いいですか、今の件について。今、県では、少子化に備えて高校再編を

打ち出しているのですけども、平舘高校は、とりあえず対象校には当面

は回避できるというような見込みになっていますが、それを経て、校長

先生からも相談を受けていますけれども、今のような話で、例えば、平

舘高校の地元就職率は、平舘高校を卒業して八幡平市に就職している人

は約 90％、ほとんど地元に残っていただいています。そのほかに、進学

を目指す子供たちも、約４~５名は県・国立大学に学力で入っていますし、

スポーツ関係の推薦で入っている。そういうことも地域の皆さんにアピ

ールしながら、校長先生の話では、普通科学級を、今３つあるのですが、



7 
 

家政科学科が１つと普通学級が２つあって、２クラスある普通学級を今

おっしゃたように大学進学を目指す子供たちのクラス、そしてまた就職

希望のクラス、今は家政科学科の名称で、これも直したいと言っていま

したが、就職を目指してがんばっている子供たち、これをきちんと分け

て、これから平舘高校はやっていきたいのだということで、地元自治体

としても、高校再編のお話もありますので、そのような際に今お話にな

ったような方向で我々もがんばって、県に対して主張していこうかなと

思っています。 

委員 今のところなのですが、平舘高校の入学者というのはほとんどの人が地

元かもしれませんが、相撲とかスキーがすごく伸びているものに対して

県外から来る人もいて、寮とかに入れて、スポーツを伸ばすような、子

供を応援するような、そういうこともできていたりするのでしょうか。 

市長 岩手県の県教委の対応というのは、よその県では自由によその県からも

入れるようにしている県もあるのですが、岩手県の場合は、県外の子供

がもし平舘高校に入ってくる場合は、県内の中学校に１日でも在籍しな

ければ認めないよといっています。 

このような規制があるのですが、やはりこういう時代ですから、子供た

ちが自分の能力をどんどん生かしていくためには、県という境を越えて

入学できるようなそういうシステムを作って、相撲にしてもスキーにし

ても優秀な人材を確保していくことが必要だと思っています。 

八幡平市以外の県内からは来ていただいていますが、県外からは大変

で、相撲で２人だけ入学したことがあるのですけれども、これがまた大

変で、西根一中に一旦中学校の籍を移して、それからでないと入学して

もらえない。たとえば、八幡平市の子で野球をやりたいからって、例え

ば高知の県立高校に行っている女の子もいるのですよね。自由に。そこ

のところは、これからの課題でもあるのではないかと。 

委員 私も平舘高校なのですけども、最近、高校のあたりを通っても子供さん

たちが集う場所といったらあれですが、子供たち同士が高め合う場所が

ない。マックスバリューの食べる場所のようなところに何人か集まって

いたりとか、そういうことではなく、地域のなかで、子供たち、高校生

なら高校生、中学生なら中学生も健全に集まれるような、そういう子供

の環境を整えることもすごく必要な感じがしているのですけれど。すみ

ません、以上です。 

会長 ありがとうございました。先ほど言ったＣＯＣ+のプロデュースでは大

学生がキャラバンを作って、地域の高校や中学校をまわるといことも考

えていますので、そういったなかで少し意識を高めるということもして

いきたいと思っております。 

特に今の「学ぶ」というのが非常に大事なことだと思いますが、雇用と

いうところがありますので、是非委員からご発言いただきたいと思いま

す。大体このメニューで足らないところがないかどうか。いかがですか。
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特に 1番目のところですかね。あとは３番目とか。 

委員 ちょっと今、ただの思い付きなのですが、総務省からの業務委託事業で、

分散型エネルギープロジェクトがあって、地熱・温泉を基盤とした観光

振興と書かれてあるのですが、単純に発電所を作ってはダメなのかと。

雇用も生まれ、電気も生まれるし、なんだかんだで、松川に大きな規制

とかもあるでしょうけど。地熱の測量する話もあるけれど、多分いっぱ

い作ってしまうと自然になんらかの影響があると思うのです。地中エネ

ルギーとかに。 

市長 今、市では、地熱発電は平成 31年の創業を目指して、井戸を掘る事業

をやっています。あれが成功すると 31年には地熱発電事業が可能になる

かなと思います。 

そのほかにも別の事業者でもやっている。２事業所が安比高原の先のほ

うで、大型の何万 kwレベルの地熱の事業化に向けて盛んにやっていると

ころです。それとは別に、別の場所で取り組んでいる企業もあります。

それが成功すれば、雇用というのは見込めないのですけども、それによ

って税収もありますし、付加価値や、熱を使った産業とか何かが可能に

なってきて、そこで雇用が確保できるのではないかというふうに思って

います。なんとしても地熱発電の事業が成功してもらえれるように、10

年前から取り組んできていて、目前まできているところです。是非これ

は、成功させたいと思います。また、水力は、ダム方式の発電は不可能

です。既に松川水力発電所がありますし、大型のダム式発電所は無理な

のですけれども、国でも進めています農業用水を使ったような発電、モ

デル的に刈屋でモデルでやっていますけど、そうではなくもっと本格的

に１つの水路に一箇所で 49kw くらい発電できるようなものを何箇所か

作って、それを供給していこうということを、松川土地改良区で、今や

ろうとしています。 

いずれありとあらゆる、せっかくそういう資源がありますので、なんと

かそれを有効に活用して地域活性化になればなと、産業の活性化になれ

ばなと思っております。 

委員 発電所を作ろうとしているのは県外の企業ですか。 

市長 もちろん井戸１本で十数億投資しなければならないので、大企業です。

大企業が何社か組んでやる、そういうふうな事業です。 

事務局 ちょっといいですか。八幡平で掘削していた井戸が、蒸気を吹き上げま

して、11 月から噴気試験を始める予定です。八幡平から晴れた日に見れ

ば、蒸気が上がっているのが見られると思いますので、是非晴れた日は

八幡平にいらしてみてください。 

会長 地熱発電自体は蒸気が必要なので、やむを得ない。でもそこから出てく

るエネルギーをどう活用してやっていくかが大事だと思うのですね。今

の松川の地熱発電所も住民や地域還元でやっていただいて、そういうの

を２つ３つやっていくことで、そこからビジネスをつくっていくことが
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大事だと思います。 

ありがとうございました。委員は、いかがですか。 

委員 これを見て感じたことは、いろんなプロジェクトをこれからやっていく

と思うのですが、ほんとにそれが市民にとって必要かっていうのは市民

との会話を重ねていって、まちにとって生かせるようになっていただけ

るのが大事だと感じております。そのなかで私に出来ることというのは

企業として地元の高校生ですとか、必ずしも地元の高校を経て、地元に

戻ることでもないと思うので、どこかの大学を出て、ここに戻ってきた

ときに、職があるように会社を維持して、そういう環境づくりをつくっ

ていかなければならないと感じているのですけども、地熱の話もあった

ように、地熱の知識がまったく私や若者にはないので、小中高の中で、

学習というのがもっと深くあってもいいでしょうし、地熱事業をどうし

たらいいかというワークショップを経て、いろんな考えというのはみな

さん持っていらっしゃると思うので、そういうことも活動の中に入れて

いただければなと思いました。 

会長 ありがとうございました。大事な意見ですね。市民が事業を起こすとき

に何かヒントを出してあげることかと思います。 

次に委員、主要施策に世界的・広域的ブランドと書いてあるのですが、

農業のことでいいのか見ていただきながら少しご意見いただけますか。 

委員 リンドウと家畜がいいなと思うのですが、家畜を入れることで野菜と肉

がいいなと思う。地熱なのですが、８年位前に市長に話したことがある

のですが、地熱の熱を使ってハウスを温めて、通年して野菜を作ろうと

か。たとえば、ごみ処理場から出る熱を使ってとか、そういうことを話

していたこともあるのですけども。そういうふうな取り組みがあっても

いいのではないかと思います。 

ブランドの方はこれでいいと思います。 

会長 わかりました。ありがとうございました。 

若干６次産業化とか具体化のところが薄いかなと思ったもので、聞いて

みました。ありがとうございます。 

今、施策１、それから先ほど施策２のところが出て、今施策３のところ

も出ましたが、全体を通じてなにかご発言したい方はいらっしゃいます

でしょうか。 

委員 施策１を見ると起業支援が結構充実しているなという気がするのです

が、やっぱりうちの大学生に聞いてみると、最初から自ら起業したいと

いう、それほど気合を持っている人がなかなかいないということを考慮

すると、最初は従業員としてというか、八幡平市に入ってくる人を吸収

するのが重要かなという気がします。 

そう考えたときにやはり八幡平市のなかにどういう企業があるのかと

か、そういうことを大学生等にアピールするということもかなり重要と

いうか、雇用支援になるのかなという気がするのですが、そういうリス
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トとかの作成は考えていらっしゃるのでしょうか。 

事務局 今、定住のホームページに作り込みはじめるということで、市内にある

企業懇談会を構成されるすべての会社に「募集案内、求人情報を随時く

ださい」という案内を出したところでございます。定住にかかるＨＰに

それを随時掲載することを始めておりました。ただ、おっしゃるとおり、

まだホームページに載せているというレベルの段階でございますので、

これをまとめて効果をどう高めていくかは今後進めながら次のステップ

を狙っていければということを考えているところでした。ありがとうご

ざいました。 

会長 そこに求人広告をあげる企業さんの魅力をうまくアピールできるよう

な施策も多分必要だと思います。あわせてご検討いただきたいと思いま

す。他はいかがでしょうか。委員お願いします。 

委員 目標というところで、施策１のところですね。起業件数とか、さっきの

話でも起業する・しないとあったのですが、おそらく毎年評価をしてい

くと思うのですけど、毎年起業件数が増えていくのができれば理想なの

でしょうけれども、ちょっと厳しいと。起業件数もそうなのですが、た

とえばですけど法人税の税収みたいなものを基準値にした方が評価もし

やすいのかなと。 

会長 なかなか最初は税収を得るまでいかないですよね。結構時間が掛かるの

で。それから、地域資源を使ったビジネスという可能性が八幡平市には

あるかなと思っています。ただ、それが毎年増えていくのは大変なこと

で、意識をどうやって高めるか、それから若者がこの地域で起業するよ

うな魅力のある地域でなければならないというところ、ハードルをどう

やって変えていくかということも含め大事だと思います。合わせて越え

ていかなければならないというふうに思います。 

他はいかがでしょうか。はい、どうぞ。 

委員 今の話に関連しているのですけれども、企業と市民推進力のプロジェク

トと大学や高校もそうだと思うのですが、八幡平市の魅力を合わせて伝

える。こういう企業があるだけではなくて、こういうふうな環境で、こ

ういう自然があります、それからこういうふうに支援しますというとこ

ろを最大限にＰＲできれば、それに関連して私達もじゃあ若いし地熱を

利用して何か起業して見ようかなとか、そういうことを考えられるよう

な環境というかＰＲがすごく大事なのじゃないかと思っています。 

それは岩手にある大学だけでなくて、中央の大学やそういうところにも

積極的に八幡平市の資源はこういうところがあって、今こういうところ

に力を入れているということをＰＲすると、じゃあちょっと行ってみよ

うかなと、みんなが、簡単にはいかないかもしれないだろうけど、八幡

平市がどんなところだろうってちょっとでも思ってもらえるのがいいと

思います。 

それから、よくはわからないですけど、たとえば今、カミオカンデとか
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岐阜県のほうに作っているんですね。だからそういうふうな、大学の先

生の拠点とか研究のグループを八幡平市に誘致し、八幡平市に持ってき

て、いろいろな研究が出来る部分を誘致するというか協力することも、

もしかしたら将来八幡平市にここでこんなことができたっていうふうに

なるのかなというふうに勝手にそう思いました。 

会長 ありがとうございました。八幡平市、いろんな資源があって特に地熱資

源は大きくて、まだ研究要素もあると思うので、そのような新しい事業

者が調査をしていると、そういうところでも可能性があると思います。 

先ほど言ったＣＯＣ＋事業では多分自治体と大学、学生が連携して、地

域の資源掘り起こしながら、なにかビジネスを検討するような機会をつ

くっていくことを想定していますので、大事なのは地域の経営者の意識

も変わっていかなくてはならない。その両方をやらなければならないの

だと思っています。 

ありがとうございました。他はいかがでしょうか。 

それでは続いて２つ目のほうのですね。「八幡平市の豊かな自然や絆を

活かし、新たな人が流入する流れを創る」というところに入りたいと思

います。また１の方は振り返って、ご発言いただければと思いますので、

よろしくお願いします。 

事務局 【施策２：八幡平市の豊かな自然や絆を活かし、新たな人が流入する流

れを創る】：資料説明 

会長 ありがとうございました。５ページのところは観光交流人口、定住人口

の増加というところであります。先ほどの人口ビジョンの 37ページを開

いていただきたい。37 ページの参考の２というところにおきまして、交

流人口の増加に伴う経済効果というものが試算されています。 

一人当たり１回あたり 11,420 円、岩手県では使われていますよと、1

地点あたり 4,340 円支出されています。いろいろ書いてありますが、そ

ういうものを先ほど見ていただいた 134 億円の人口減少に伴う地域の消

費を補うとすれば、どれくらいあるか、必要なのかと言う事で、計算さ

れていると 310万人の増となる。現状 194万人、200万人ですから、倍

以上必要だと、ただこれは同じ支出額の場合なんですよね。4,340円をも

っとあげれば、8,000円に上げれば、この半分でいいわけですよね。 

そういう形で具体的な動きをしていくと、もっと少しでも多くの消費を

この八幡平市でやっていただく、滞在をしていただく、泊まっていただ

く、そういうことができると、今後個人消費の減少を補うことができる

のではないかと。この辺を狙って、いろいろやっていらっしゃるのだろ

うと思いますけれども、そういう取り組みが地域をあげて必要だろうと

いうところも合わせて、お話申し上げておきたいと思います。 

ここの「２」のところの豊かな自然や絆を活かしたというところで、ご

発言していただければお願いしたいのですけれども。どうですか。 

委員 そうですね、先日、私の友人が東京からやってきていて、割と代表的な



12 
 

八幡平の観光施設を知人に案内してもらって回ったのですけれども、そ

のときに感じたのが、東京から来た友人がイラついているのですよ。何

にイラついているのかというと、何か「遅い」とか、何かお店の対応に

満足しないというか。東京のスピードに慣れているので、遅いというの

がイラつく原因であったり、あとは、あまりにも重厚なサービスになれ

てしまっているので、そっけない対応に「あれ？」みたいな、期待はず

れみたいな感じでイラつくみたいなところが。友達がイラついているの

に、「ああ、私もかつてそうだったかもしれないな」みたいな、今は 1年

いるので慣れてしまったのですけれども、結構おもてなしという言葉だ

けが先行して、おもてなしをしているふうなのですけど、私の目から見

ても、岩手県の人たちってすごく 1 回顔見知りになったときにすごく素

敵な個性というか人間性があって、私も住んでいてだんだん大好きにな

っているのですけれど、最初の取っ掛かりというか、お店に入ったとき

の第一印象とかが物足りない。やっぱり首都圏から観光客を入れるとい

うことは、首都圏のレベルに合わせていかないといけないなと。もしお

もてなしを現状で満足しているのであれば、全然なので、まだまだレベ

ルが追いついていないのかなと、自分が来たときに非常に感じて、やっ

ぱり外の世界を知るということがすごく大事かなと思います。 

度々私は関西に行くことがありますが、関西に行くと、関西の人たちの

おもてなしぶりというのがすごいんですよね。初めて行ってもまた行き

たくなるような、おもてなしの方向性は、いろいろあると思いますけど、

１つは、その人が望んでいることを先んじてやるとか、そういうことっ

て初めてあったときに大事になってくる創造性や配慮とか、気づいてい

ても岩手県の方たちって、されないことが多いなと。親しくなってしゃ

べっていると、そういう配慮ができないという人たちではないというこ

とが私はわかってきましたが、ただ、最初のところでそういうところが

すごく少ないなと、すごくもったいないなというのを最近実感しました。

ちょっと細かいところだったのですけど、言葉が先行せずに、他と常に

比較しながら自分の地域を眺めていくのがすごく大事かなと思いまし

た。 

会長 ありがとうございます。なかなか県民性が出るところでもありますよ

ね。委員お願いします。何かありますか。 

委員 観光協会にいたときにずっと思っていたことがありまして、数値目標

で、観光客の入り込み数を挙げているのですけれども、宿泊者数とか割

合もあるんですが、結局八幡平市、将来的にはお客さんが泊まる方向に

してもらいたいんですけど。すごい人が来るのです。アスピーラインも

今紅葉できれいですし、温泉にも来るんですが、客が泊まらないのです

ね。お金を落とさずにそのまま行ってしまうというのもあるので、入れ

込み数の指標ではちょっと危ないなと。北海道とか結構進んでいるとこ

ろは宿泊者数というか宿泊額を指標にしていて、そこを入れていただき
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たいなと。さっき、教育のＤＭＯの話でもあったのですけども、メニュ

ーづくりとかもあるので指標をもうちょっと増やしたいなと。受け入れ

者数というのは、おそらくインストラクターとか受け入れ側のほうの指

標で、あとは学校数というのがあるのですけれども、そこがちょっと物

足りないなと。メニューづくりをするとか、1回来てくれた学校がまた来

てくれるような、リピートしてもらいたい、そういう仕掛けをちょっと

やりたいなと思っていまして、今回１回来た学校の文化祭に行くことに

しています。なんか、こう経済的な指標が物足りないなと思いました。 

会長 ありがとうございました。先ほどの金額等のところなのですが、なにか

県庁としてそういう資料ありますか。 

私も数値は、人数だけじゃだめだと。やっぱり、お金をどれくらい落と

してくれたかというのが大事なのですよね。人数は、極端な話、多くな

くても、お金をしっかり落としてくれて、満足してまたリピーターにな

ってくれると。そうなると次回は、もっとお金を落とそうという地域に

なることが望ましいわけですよね。どの県も人数しか出ていないという

のが非常にはがゆいというのを感じています。 

委員 正直なところ、捉えやすいというところ、過去の数値とが比較しやすい

ので、どうしても人数を数値目標として捉えています。県も同じような

ことを言っております。会長さんがおっしゃるとおり、いかに色濃くそ

こに来ていただくかは確かにお金という部分があるかもしれませんが、

なかなか金額というものは把握できるものなのかどうか。 

おっしゃる趣旨は分かります。 

会長 そういう数値が、市町村にはないというものですから。国にレベルでは

いろいろ押さえている数値を、もしかしたらいろんなところで押さえて

いるので、できるだけ明らかにしていただいて、それを県が重要な資料

として出していただき、その後、地域に補完する形で出していただける

ことが非常に大事だなと思います。是非私自身も個人的にもご提案した

いと思います。他はいかがでしょうか。 

委員 やや具体的な話になるのかもしれないですけれども、教育旅行等、ター

ゲットをどうするかって話で、案外１つの大きなターゲットになるのか

なというのは、大学のゼミ合宿とかをターゲットにすることは１つのい

い方法なのかという気がするのですね。 

特に都市圏の学校だとゼミ合宿でいろいろなところに行っているので、

それをターゲットに定めて、であれば確実に宿泊しますし、少なくても

２～３日はいるはずですし、更にその学生たちが八幡平を対象に何らか

の研究等をやれば、施策１にあった大学との連携による産業・雇用・人

材強化プロジェクトにつながりやすくなるのかなあということで、何箇

所かターゲットを決めてやったらいい気もしますし、その中でも大学の

ゼミ合宿なんかはわりに有望なターゲットになり得るのかなと。個人的

な妄想になりますけども、そんな感じがします。 
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会長 大学のゼミのほかに、学会がいいのだろうなと。岩手経済同友会長が今

年の夏に経済再生会議を日本版のダボス会議にしたいということを考え

ていて、私は盛岡開催でいいと思うのですよね。八幡平はもっとＰＲし

てですね、そういうものを誘致できたらいいと思います。スイスのダボ

スなんてすごいへんぴなところですよ。電車で行くとえらい時間がかか

って、みんなヘリコプター、飛行機で来るのですけれど。 

そういうものを考えたとき、八幡平は非常に風光もいいし、温泉施設も

あって、いろんなものあって、これはもっと妄想ですけれども私も感じ

ております。ありがとうございました。 

委員 今までそういうのに補助を出すような枠組みとか、ゼミ合宿でも多分学

生はそんなお金がないから、ある程度補助が出たら来る可能性もありま

すし、でかい学会とかそのレベルの会議を開くだけでも運営するにはお

金がかかるので補助が必要ですよね。 

会長 盛岡市では、ＭＩＣＥという形で東北地域で誘致のための最大の支援制

度を作ってますけど、そこをうまく使いながらというのもあると思いま

すし、いろんな方法があるのではないかと。八幡平市だけではなかなか

大変だと思うのですけど、やはり、盛岡を含めて全体で考えていく。絶

えず学会とかそういうものを盛岡だけではなくて、近隣地域をうまく使

いながら、結果的に盛岡広域にお金は落ちていくでしょうから。 

ありがとうございました。他はいかがでしょうか。 

委員 施策１の健康リゾート強化プロジェクトと日本版ＣＣＲＣ構想なので

すけど、たぶん関係しているのかと思っていて、ＣＣＲＣ構想というの

は、多分、介護になる状態の前の健康寿命を長くするということから発

想しているのかなと思っているので、その取り組みを健康リゾート強化

プロジェクトと結びつけるということになるのかなと私は勝手に思って

いたのです。それで、そう考えたときに施策は全部そうかもしれないの

ですが、八幡平市は広いので、ここの地域は、健康リゾートとＣＣＲＣ

とか、それから、スポーツイベントとか合宿はこの地域というようにや

られて考えていくこともいいのかなと思っています。 

健康リゾートは、今ある施設とか、ホテルでも体育施設をお持ちのホテ

ルもありますから、そういうところを活用して、外からそういう方々を

呼ぶとかプログラムを作って、そういうふうにして健康を提供するとい

うことかなと、うまく話がまとめられませんけども、すごく同じような

感じで進めていくことがいいのかなと思っているのですけども。 

会長 わかりました。重要な視点だと思います。地域の特色を生かしてうまく

アピールできるようにしていくと。ただ全部１つの色で塗ってしまうの

じゃなくて、多様性を見せていくことがすごく大事だと思います。あり

がとうございました。 

他はいかがでしょうか。それでは時間もだいぶきていますので、３番の

「八幡平の地で縁を結び、次世代の成長と笑顔をはぐくむ」というとこ
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ろに入ります。 

事務局 【施策３：八幡平の地で縁を結び、次世代の成長と笑顔を育む】：資料説

明 

会長 ありがとうございます。「八幡平の地で縁を結び、次世代の成長と笑顔

を育む」という議題でしたが、いかがでしょうか。 

委員 水を差すようなことを言うかもしれませんが、２と３のところに電子ツ

ールを使った取組みというのはいいと思いますが、市がやらなくても一

般のアプリだったり、メールマガジンがたくさんあるので、たとえばこ

こに力を入れるよりは、ほかのものをやった方がいいのかなという感じ

はします。アイディアとしてはいいと思います。 

会長 ありがとうございました。委員どうですか。たとえば今、ＰＴＡ等で既

存の公園が少ないというお話が市であったということですが。 

委員 考えていたことと全然違ったので、今はちょっと。あとでいいですか。 

委員 それではちょっとすみません。全般にわたって、特に若者等の定住促進

プロジェクトというのがあって、市外からの転入者数など色々数値が設

定されると思うのですが、先日私は徳島県の上勝町という葉っぱビジネ

スで有名なところにちょっと視察に行って来たのですが、そのときにそ

のとおりだなと思ったのが、移住のステップアップという表があって、

ピラミット形式になっているのですね。そのピラミットの底辺のところ

にメディアがあって、一番上のところがＩターン、ようは定住なんです

ね。その間のステップとしては、下からメディア、上が１日～数日の短

期滞在、その上が１週間～１ヶ月のインターンシップ、その上が長期滞

在、たとえば地域おこし協力隊みたいな年単位での長期滞在、その上に

Ｉターン・定住というのがあるのですね。なので、一足飛びに定住を目

指して、直接定住に働きかける施策をやっても、これはとてもハードル

が高いことなのだということを改めて認識した上で、そういうステップ

があった方が最終的に目標の数に到達しやすいのではないかと思いまし

た。実際に上勝町の定住人口なのですけども、実際に今まで 548 人のイ

ンターンシップなど受け入れをしてきて、34 名の方が定住しているとい

う、ものすごい数を実現している。町は 1,700 人ぐらいしか人口がいな

いところです。これだけの人数の定住を成し遂げたということは奇跡だ

なと思ったのです。やっぱりそのブレイクダウンしたステップをきちん

と歩んでやってきた結果なのかなと思いました。おそらく、実際の施策

の部分では、きちんとステップアップをされるご予定ではあると思うの

ですが、ここだけをいきなり設定するのではなくて、インターンシップ

を充実させ、学校も充実させ、それが最終的に形になっていくという考

え方をみなさん共有されたほうが、もしかしたらいいのかなというよう

に思いました。 

会長 ありがとうございました。重要な視点だと思います。すぐ、ぽっと来て

定住というわけにはいかないですから、いろんなところから観光客で来
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て、いいねと思えるように体を慣らしていくとか、一元さんはつきにく

いねということとか。徳島の場合、神山町というようなところもありま

すし、それから後は島根には海士町という高校がなくなりそうなところ

をがんばって、半数以上の高校生が島の外から来ているなんてところも

ありますので、そういうところをうまく参考にしながら組み込んでいく

ことがすごく大事だと思います。ありがとうございます。他はいかがで

しょうか。 

委員 １つ質問があるのですが、８ページの下にコアのファンとありますが、

コアなファンとはどういったファンなのか。縁を結んで笑顔を育むって

いうところにつながるのかよくわかりませんでした。 

それから、若者定住促進プロジェクトで菜園付帯型住宅の整備というの

は、どうなのかなと思います。ＣＣＲＣでは高付加価値があって必要な

ものだと思います。 

若者にとって、定住は、ここでウィンタースポーツや自然を気に入って

移ってくれる方がすごく多くて、その方々に安い家賃で住める場所を確

保して、自然に住めるおしゃれな場所を確保していったほうが、定住し

やすい環境ではないかと思いました。 

私も子育てアプリや出会いのスマートフォンのアプリというのは、特に

必要ないのじゃないかと。というより、八幡平市というのはすごく若者

にとって行って楽しい場所ですとか、観光としての面をもっと充実させ

たアプリを開発する、どこかに委託するなどして、ＳＮＳを使うことに

よって、出会いですとか、子育てにも楽しい場所なのだよという話にな

るのではないかと思いました。以上です。 

会長 ありがとうございました。確かに、若者は菜園付き住宅というものより

はね、これは中年夫婦以上の方が馴染むのだろうなというふうに思いま

す。いろんなご指摘ありがとうございました。コアなファンっていうの

はどうでしょう。 

事務局 表現の仕方でのご指摘かと思いますが、八幡平市を愛していただけるフ

ァンという意味合いでしたが、ここの表現のところはもう少し考えさせ

ていただきたいと思います。ご指摘ありがとうございました。 

会長 ありがとうございました。たぶんコアなファンをつくるためにはＳＮＳ

などをうまく充実させながら、来た方が安心して、またそこで情報が出

ていって、そういうことをうまく増殖させるような取り組みが必要なの

だろうなと思います。先ほどおっしゃった段階的な部分の最初のところ

だと思います。もう少し整理したほうがいいと思います。いきなり定住

ではなく、こういうとこからという流れも大事かと思いました。 

ありがとうございました。他はいかがでしょうか。 

委員 たぶん定住を促進する場合、いくつかターゲットをわけたほうがいいと

思うんですよね。ただ、Ｉターンの人であれば、いろいろステップを踏

んで詰めていくやり方だと思います。一方、Ｕターンとかだと八幡平に
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縁があるので、かなりＩターンの人よりは短いステップでストンといけ

るような気がします。ほかにも滝沢に住んでいる人とか盛岡に住んでい

る人を住宅地として八幡平市に住ませるというのはそこまで難しいステ

ップは必要ないような気がするのです。 

ただ、そういった人たちを諸々呼び寄せるためにも、八幡平が暮らしや

すいんだというところを見せたほうがいいということで、そう考えてい

くと諸々生活に必要というか、便利で面白い施設が盛岡にあるのですけ

ども、その盛岡にあるものの小さいものみたいなのが八幡平でつくれれ

ば、たしかに企業の戦略とかに関わるので、来いといって来るとは限ら

ないのですけども、たとえばツタヤみたいなやつとかそういう小規模な

娯楽施設があるだけでも過ごしやすさは変わるのかなというような気が

しています。あと、Ｉターンの人たちに対してアピールするのは仕事が

あるとかどうとかではなく、ある種ライフスタイルっていう、たぶん八

幡平で生きるとどういう人生が送れるのか、人生のプランみたいなもの

を前面に押し出すアピールとして、特にコアなファンをつくるためには

必要なのかなというような気がします。 

会長 ありがとうございました。すごく重要な視点だったと思います。ほかは

いかがでしょうか。他にいかがですか。 

委員 それでは、ちょっといろいろ考えていたことがあるので、今まで長期ビ

ジョン云々で、35 年後の人口統計を出していますけれども、さっきＴＰ

Ｐが締結しそうだという話になると、地域の人の動きもあるし、実際問

題、八幡平市にもたくさんの農業の研修員とか外国の方がいっぱいいる

のですけれども、今、難民問題云々ということを考えて、国の政策とし

てそういう人たちを受け入れるよとなったときに、ぱっと手を挙げてう

まくやっていく方法を前もって準備していたところっていうのは、おそ

らく人口を多く抱えられるだろうし、そういう人たちは子供たちをつく

っていくという意味での人口増にはなるのかなというようなことをつら

つら考えていて、ほかの事はあれだったのですけれども。もしかしてい

たら、そうやって、国がまだ動き出す前のこともちらっと頭に入れて、

施策を考えていると 35年後に、コロっと政策が変わったときに「もうう

ちらが準備しているよ」と動けるのであれば、すごくアドバンテージが

持てるかなということを考えていました。 

会長 ありがとうございました。金融機関の方では、この定住対策になにか銀

行の中で議論はないのですか。たとえば空き家対策など、一緒に地域と

やっていくなど、それだけではなくても結構ですがなにかありますか。 

委員 具体的に空き家対策云々が銀行であるかどうかはわからないのですが。

私は、盛岡から今年の４月に転勤してきましたけども、空き家が多いな

というのが１つの印象と一方でアパートが多いなという印象があって、

その辺がどうなのでしょう。外に住んでいて、まだ理解していないのと、

空き家の活用をどうしていくのかあまり見えないというのもありますけ
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ども、空き家の対策というか、空き家をうまく活用して外の人を呼び込

むということは必要なのではないかと思います。 

会長 ありがとうございました。ほかにはどうですか。コメントはございます

か。 

委員 特にそういうのは支店で話はないのですが、うちとしては、子育ての支

援や、先ほどもありましたいろんな住居に対するローンの金利を下げた

りといった商品は出しているのですけども、私も実際４月から来ている

ので、空き家の数など、そういうものまだが全然把握できていないので

す。確かにそういう形の活動を考えていくことによって人口の増加に繋

がると思います。 

会長 ありがとうございました。予定が４時までということでしたが、すごく

大事なことだと思いますので、若干時間を延ばして進めたいと思います。 
私の個人的なイメージなのですけども、うちを所有するというのと利用

するというのは違ってくるのだろうと思うわけですが、一定の地域で若

いときからずっと年を取るまでいるわけではなくて、その場所、場所で、

子供が小さいときは自然環境のいいところで育てたいとか、変わってい

くのだろうと思うのです。変わっていくことに対するローンであったり、

何かを考えなければならない時代になってくる。そうしないと一方では

新築が出来て、一方では空き家があって、更にアパートがまた出来てく

ると。非常に日本の住宅施策ではやはり、どっちつかずの状況になって

きていると思いますので、是非金融機関もその中で大きな役割を果たさ

れているので、ご検討していただきたいなと思います 

おそらく、滝沢とか盛岡に自宅持っている方が、じゃあ若いうちは、子

供が小さいうちは自然の豊かな八幡平で住んでみたいね。大きくなった

ら、盛岡に行こうかなというのはあるかもしれないけれど、そういうこ

とを少し考えになってみるといいなと思います。これは私からのお願い

になります。 

それでは、ここの３段目のところはとりあえずこれで一旦終えたいと思

います。続いて４の「各地域の元気を活かしたコンパクトなまちづくり

により持続性を高める」ということで、よろしくお願いします。 

事務局 【施策４：各地の元気を活かしたコンパクトなまちづくりにより持続性

を高める】：資料説明 

会長 ありがとうございました。４番目の各地域の元気を活かしたコンパクト

なまちづくりにより持続性を高めるということで、施策が５つあって、

最後は盛岡広域圏、まさに増田さんが言っている人口のダム機能ですね。

先ほどありましたが、やりたい仕事と求人のミスマッチがあって、八幡

平市に就職ができない。でも東京に行ったら八幡平に住めないから、盛

岡に留まってもらって、盛岡がそういう形で充実してもらえれば、八幡

平市にとってもいいのです。逆に言えば、八幡平市で観光とか交通がし

っかりすれば、盛岡の消費も活発になるみたいな、そういう役割を都市
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圏ビジョンでやっていこうというように理解しております。何か皆さん

のほうからご意見はありますか。 

委員 今、会長さんがおっしゃった広域の取り組みについてはまさにそういっ

た取り組みです。是非八幡平市の計画の中にも取り組んでいただければ

なというように思っております。 

それから、まちづくりについては、担当者からも先ほどの人口ビジョン

について、ある程度減っていくなかで、いかに持続できるまちづくりを

していくかということだと思いますので、その中でも地域の強み、たと

えば再生可能エネルギー、それから地域のつながりということで、コミ

ュニティづくりになるのですけれども、地域に生かしていくことがしっ

かりしているといいというように思っております。 

そういうことで、どれがいいとか全般でそういった視点で捉えられたら

いいなと思います。 

会長 ありがとうございました。他にもご意見でも何でも結構です。１つ２つ

付け加えることはありますか。 

委員 再生可能エネルギーというのが出てきたのですけれど、この広域で市長

さん、町長さんで集まったりするのですけども、非常に熱心な首長さん

が多いと感じておりまして、その結び付きで経済の循環、地域で循環さ

せるという取り組みになれば、本当に暮らしやすいまちになるのではな

いかと思います。 

会長 ありがとうございました。他にはなにか、今までの意見も含めてありま

すか。 

委員 関係あるとかないとか、いろいろあると思うのですが、２～３点ちょっ

と恐縮です。時間が押していますが。 

３ページのリンドウやホウレンソウとあるのですが、これはあれです

か、作れば作った分だけ売れるのですか。それから、あとは年収で考え

た場合、大体どのくらいかなというのが１つ。 

なぜこんなことを聞いているのかというと、東北・北海道ブロックで会

議があったのですが、山形で、震災前のいわゆるリーマンショックのあ

たり、バブルも含めてなのですが、岩手県が今求人倍率 1.27ということ

で、全国で 15番なのですが、その当時は 0.3倍台。最悪なのですよ。そ

の中でも山形は 0.6を切らなかった。そうすると、紐解いてよくよく聞い

てみると、村山地方、あるいは尾花沢地方をよく聞くのですが、農業の

収入が高いために求職者が他の地域と比べて少ないのだと伺ったことが

あります。ですので、３ページのブランド化については、是非とも力を

入れてやっていただきたいということが１つございます。 

会長 ありがとうございました。さきほどのリンドウとホウレンソウが作った

分だけ売れるかどうかは委員のほうからお答えいただけるのではないか

と。どうでしょうかね。 

委員 そうですね。作っただけ売れますね。 



20 
 

委員 大体あれですか。言葉が変なのですが、岩手県のサラリーマンの方と同

じぐらいの年収になりそうですか。どうですか。 

委員 大体間引いてやっているので、３間ハウスで１ハウス 60～100 万でや

っている人が多いです。だから、それ掛けるハウスの数で大体出ると思

います。ハウスをやっていればやっているほど出るので。 

市長 面積で言えば、お米と比較すると、お米と同じ面積の約９倍超くらい。

お盆だとか彼岸だとかで、市場が要望する、市場がほしい量の３割くら

いしか提供できない。だから新規の若い人も是非こっちに来てもっとや

ってほしい。 

委員 簡単にはいかないでしょうけど、たとえば企業規模で考えましょうなん

て方も中にはいらっしゃるのですかね。 

委員 法人の人も何人かいるので、そのグループに入れるか入れないかでまた

変わってくると思うのですけれども。 

市長 一番懸念しているのは、せっかく産地として確立して市場の売れ行きも

よくて、外国にも輸出増やしていこうとしていても、家族経営が多いの

で、そうすると家族の中で奥さんが、旦那さんが病気で亡くなった場合、

一人でやる必要がある。それをなんとか防ぐためにも、分業化とか共同

作業でもいいし、それをやっていかないと大変だろうと。 

委員 東大更地区には、リンドウの営農組合を 24世帯でやられて、各家庭か

ら女の人は日中は花の選別に、朝晩は高齢のおじいさん達が農薬をかけ

て、今すごくがんばっている地域があります。地域の元気は、コミュニ

ティセンターも活かす場だとは思うのですけど、それは主にサークル活

動であったり、スポーツであったりということで、週１回くらいずつに

活動を楽しみにやると思うのですけれども、労働力にもなって、市民と

してもお金を得ているということをうまくやっている実例も地域のほう

でも見ているので、やはり全部が元気、お金もないのにサークルだけ行

っても元気ではなく、やはりサークルに入れないお仕事している人とい

うのはコミュニティセンターにいても入れないという声をよく聞くので

すけれど、どちらもうまくいくような形で本当に高齢者が元気になる場、

高齢になる私たちも、そういう場があるとすごく賑っていくようなイメ

ージができていくのですけども、だから誰も若い人だけではなく、いろ

んな、リンドウのことを知らない方でも知識を経て、私たちでも参加で

きるような職場があれば、きっといっぱい働きたい人がいて、お金を得

たい人もいて、という元気にもつながっていくのではないかと思うので

すけれども。成功例もあるようなので、そういうことを勉強したいと思

います。 

会長 家族経営から法人化になっていくと、８時間働くところが３時間とか４

時間になるんですよね。ようするに一人ひとりの働く時間を提供してい

くことができれば、ハッピーになれるのではないかと思いますね。 

委員 地域のお年寄りや近所のお年寄りをお願いしているのですけれど、すご
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い早く起きるのですよ。夏だと朝４時から働いてもらって、１時間いく

らでお金を払っているので、ものすごく早くに来て働いてもらうみたい

なことでやっています。うちはできるのですが、他はできるかはわから

ないので。 

会長 ありがとうございました。他はいかがでしょうか。今まで特に力を入れ

ていましたが、お時間になりますけれども、ご発言したい方がいたら。 

委員 ２番目の２つ目、平舘高校の就職率のほぼ 90％が地元に残ってもらっ

ているという話が出ました。では、平舘高校に入らないで、違う高校と

か、大学にも入りましたという人でも、ここに戻ってきて、ここに生活

したいという人が多くなれば、八幡平市に生まれて、八幡平市に生活す

る人が増えると思うのです。どうすればいいかとずっと考えていました。 

９ページの若者定住促進プロジェクトというところに空き家の対策や

居住地域の改善というのがあるのですけれども、これと同じくらい小学

校、中学校、高校で、地域って大事なものだよ、すばらしいものだよ、

住んでいる自分たちも地域の一員だよという教育を今でもやっているの

でしょうが、もう少し強く教育して、自分たちの住んでいる地域に誇り

とか充実感を持てるような教育を、教育なので、強制的にはできないの

ですよ、市としても。でも、そういう目標みたいなものを掲げてもいい

のではないかと。私は、この辺で生まれて育ったのですけれども、私の

小学校や中学校のときは、もうちょっと地域のつながりがあるような教

育があったような気がするし、ＰＴＡ会長からもそういう話をいっぱい

聞いたような気もしますし、今そういうことを考えて会議に出ていまし

た。 

会長 ありがとうございました。これは、盛岡広域圏のビジョン懇談会でも随

分そういうのが出ておりまして、やっぱり小中学校のときから地元のい

ろんなことを知って、地元を誇りに思うという。ただ、一方的に妄信的

に誇りに思っていても、他を知らずに誇りを持っていても、ずれてしま

っているのは、まずいのですけれども。でも、そういうことは是非必要

で、鮭が本能で地元に帰ってくるように、いずれ帰りたいと思う子供た

ちをつくることが大事だと議論が出ています。ありがとうございます。 

それから後は、盛岡に行ったり、東京に出て行ったり、そういう子供た

ちが戻ってくる、先ほど今度やるＣＯＣ＋の中でやれるかどうかわかり

ませんけれども、東京の大学と連携しながらインターンシップをやりた

い場合に地元の大学もインターンシップの中に学生も入ってもらおうと

いうふうに考えていました。それがどのくらいの数になるかわからない

けど、そうすることによって、東京での勉学をやって、学生のうちこち

らに来てインターンシップを経験して、場合によってはこちらに入るか

もしれないし、そういうつながりができることが大事ですし、たとえば

平舘高校さんが自分たちの子供たちだけじゃなくて、もうちょっと盛岡

市内の高校生の面倒もみられるといいのかなと思いました。そこはなか
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なか学校の規制もあるので、難しいだろうと思いますけど。 

委員、そこら辺のインターンシップの話で何かありますか。あまりそち

らのほうは気になりませんか。 

委員 我々も率先して、たとえば先生、会長さんとのところから、毎年計画的

にインターンシップについてやりとりをしていますけども、後は企業ニ

ーズを踏まえて対応していくような感じだと思います。 

会長 子供たちが就職したいと思っている就職先は、きれいで、あまり力仕事

がないところというのが多い。ところが地元にある就職口は結構現場に

出てってやらなければならない。そこのミスマッチが大きくて、必ずし

も就職先がないわけではない。今 1.27といったように、ミスマッチゆえ

に、どうしても就職につながらない。たとえばブルーカラーという言い

方はあれですが、そういうことに憧れてやってくる子供たちが出てくれ

ば、就職口はあるのですよね。そういう教育になっていないというのも

１つは言えるのだろうというように思います。 

私の個人的な見解のものですから、正しいかどうかわかりませんけど。 

他はいかがでしょうか。よろしいですか。では今日はこういった感じに

議論を進めて参りましたが、また例におきまして、是非これを見ていた

だいて、数値、他の自治体等でつくっているのも出始めておりますし、

それらを見ていただきながら、気がついたことがありましたら、事務局

のほうに言っていただければ良いかと思います。 

今は「（３）」まで終わったところでございます。それでは「（４）」の今

後の策定スケジュールについてお願いします。 

事務局 ～今後の策定スケジュール～資料の説明 

会長 ありがとうございました。みなさん何かご質問はございますか、よろし

いでしょうか。それでは、「６」のその他というところで、委員の皆さん

なにかございますか。 

事務局 それでは本日は参考資料ということで、A3 カラーの用紙をつくって参

りましたが、本日説明したものをまとめたものでございます。 

会長 それでは議事はひととおり終了しましたのでお返しします。 

事務局 長時間にわたる熱心な意見をありがとうございます。以上を持ちまして

第３回八幡平市まち・ひと・しごと創生有職者会議を閉じたいと思いま

す。ありがとうございました。 

 

 


